
＜＜エコエコサロン＞＞ （担当 岡野恵子幹事）

奈良市地球温暖化対策地域協議会

「ならエコ・エコの和」NEWｓNo.25
発行日：2012年01月01日

奈良市地球温暖化対策地域協議会 村木正義会長挨拶

先日友人から良い話を聞きました。彼の小学生向けの講演会での6年生の感想文です。

 『東日本大震災で何かできることはないかと考えていたとき、山火事を消そ
うと小さなハチ鳥が、「わたしにできるのは、あの炎の中に一滴の水をたらす
事だけです。」と炎の中に入ってゆく伝説の話が私の心に強く残りました。お
話は、環境問題の解決には小さな一歩が大事だという意見だと思います。
  しかし、震災から四ヶ月。私には、（あなたにできること、あなたの一滴は
何ですか？）と問われているように思えたのです。そして、すぐに、あの九十
才のおばあちゃん（注：自分達の太鼓の演目「エイサー」で、「脳こうそく」でそ
れまで歩けなかったおばあちゃんが立ちあがり、笑顔で踊り出したという奇
跡のような体験。）を思い出したのです。わたしの一滴は、和太鼓だと確信し
ました。私の大好きな和太鼓の演奏で、一人でも多くの人に元気になってもらいたい。楽しんでも
らいたいと思いました。そう思うと、ますます太鼓が好きになり、ばちを持つ手に力が入ります。
  今回の震災で、私達は、人と心のふれあい・つながりの大切さを強く感じました。これは、震災
の有無にかかわらず大切なことだと思います。これからも私は、和太鼓で目の前の人とふれあ
い、つながって行きたいです。みなさんにとって「ハチ鳥の運ぶ一滴の水」自分にできる小さな一
歩は何ですか。』

小学生のこのような真摯な問いかけに、私たち大人は、そしてNEWはどう応えますか？
  COP17では最終的に京都議定書が延長され、わが国はその枠組みから離れました。でも、第一
約束期間は今年まで、また2020年25％削減の国際公約は依然として残っており、今後、日本は独
自の目標に向けて削減を実現して行かなければなりません。
  今年は、これらに応えられる何かをしたいですね。一緒に力を合わせてやりませんか？

11月11日（金）環境ジャーナリストとしてご活躍の
中村正子さんをお迎えし、「ごみと資源と都市生活」
地球の未来はリサイクルできるの？～今あなたに
できること～をテーマに講演会を実施させて頂きま
した。様々な分野の方々が関心を示され、参加者が
47名の満席となる状況でした。 お話しいただいた内
容は、地球の現状から身近な問題までを、データを
基にたいへん解りやすく講演くださいました。（①大
量生産・大量消費の現状とは？ ②わが国の資源
消費と資源の可採年数 ③大量消費の結果、大量
にゴミが出るのは当然だ ④大量リサイクルでは解
決できない ⑤大量リサイクル（古紙リサイクルの現
状から） ⑥川上からの発生抑制の仕組みが必要 ⑦３R―できることから始めよう！） 質疑の時
間には、既に深く環境問題に取り組んでおられる方々の意見も頂き、共に考える充実したサロン
となりました。
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＜＜３Ｒプロジェクト＞＞ （担当 栗岡理子幹事）

＜＜環境教育プロジェクト＞＞ （担当 黒飛啓副会長）

活動報告

10月17日、ボランティアインフォメーションセンターにて例会を行いました。８名が参加し、下記
について話し合いました。

1. 10月30日のならクリーンフェスタ
ワンディッシュエイドさんだけでなく、カバンや
靴のリユースをしている団体も次回は出展で
きるようにしたい、などの意見がでました。
２. 今年度のレジ袋削減キャンペーン

２月にチラシ配布を行うことにし、日時や店舗
など詳細は１月の例会で決めることになりまし
た。

  この他、11月５日の奈良県環境フェアの段取りや
11月11日の中村正子氏講演会の準備などについて
も検討しました。
  会議内容については以上です。レジ袋削減キャンペーンにはぜひご協力ください。よろしくお願
いします。
  なお、10月30日のならクリーンフェスタでは、ごみ懇談会と合同で傘のリペア（修理）を行いまし
た（写真）。途中雨が降ってきたので、修理した傘はすぐに役立ち好評でした。

今回ＮＥＷｓ発行を担当することになりました。コンパクトに内容をまとめて各プロジェクトごとに
写真を掲載するということに会議で決定しました。出前講座の中で講師派遣事業を行い、派遣費
用はＮＥＷから請求するなど原則的な内容は決めていますが、相手の相談に応じることにしまし
た。余剰金の使途を明確にしてほしいとの意見も出ました。環境体験講座については、来年度は
森林整備体験(元明天皇陵付近)と菜の花プロジェクトの２講座を行うことになりました。

菜の花プロジェクト関連
  六条幼稚園がソニー教育財団の優秀賞を受賞されました。また、鼓阪北小学校地域コーディ
ネーターが世界遺産学習全国サミットのシンポジウムで発表をされました。どちらも菜の花プロ
ジェクト関連の発表です。今秋から市内の幼稚園・小学校９校で菜の花栽培が行われています。
これらの学校は環境教育プロジェクトが長期協働事業として協力をしております。

学校で収穫した菜種油の奉納

東大寺への奉納 春日大社への奉納
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＜＜省エネ・創エネプロジェクト＞＞ （担当 村木正義会長）

＜＜交通プロジェクト＞＞ （担当 石田美智男幹事）

 活動報告 

第40、41回会合をもち２つの取り組みの運営、今後の活動について話し合いとセミナーでの参
加者集めについて討議しました。

Ⅰ．NAS(奈良アクティブシニアの会)情報
交換会開催

  NASとの省エネ情報交換会を引き続い
て開催しました。「今なぜ、省エネ？」と題
し家庭の省エネ（特に冬の）の必要性を
説明した後、各種資料を使い15％省エネ
の情報を提供しました。NASが取り組んで
いる省エネ活動とその成果について議論
するとともに、情報交換を行いました。

Ⅱ．一般市民向け冬の省エネセミナー「省エネの冬支度、できましたか？！」を開催

  「今なぜ、省エネ？」と題して、各種問題の懸念から家庭の省エネの必要性について説か
れました。関西電力からは、節電量10％以上のお願いの説明が行われました。環境家計簿
の活用により効果的な省エネ対策を見つける体験事例が話され、さらに、「快適な暮らしの
まま上手に節電・省エネ」と題して、節電・省エネ（節ガス）について、ガス機器の上手な使い
方ワンポイントアドバイスが説明されました。最後にみんなで取り組もう！ 冬の節電につい
ての説明がありました。

第20、21回会合で、主に３点の議論をおこないました。

Ⅰ．マイカー通勤に関するアンケート

  マイカー通勤の事態を把握するためにおこなう奈良市役所本庁勤務者へのアンケートに
ついて、回答しやすいアンケート内容や実施方法、回収後の集計方法などの検討を行い、
年度末にアンケートを実施し88％の回収がありました。（第20回）
  分析について検討し、次回までに分担してアンケート結果をデータベース化することにし
ました（第21回）

Ⅱ．「自転車利用促進コンソーシアム」事業への協力

  NASOや事業者、行政などと協働で行っている「通勤等における自転車利用の促進の社
会実験」について概要や実施状況について紹介がありました。情報交換等で協力していき
ます。

Ⅲ．施策の提案書の協議

  交通に関する市民や事業者、行政への提案を交通プロジェクトでおこなった活動結果を
踏まえた形で活動報告書としてまとめることが提案されました。
  この提案について、今回のアンケート結果を初めとした資料等で補充・充実していく予定
です。
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＜＜社会実験ＷＧ＞＞ （担当 村木正義会長）

＜＜第33回幹事会＞＞

 活動報告 

第13～15回会合をもち、社会実験の運営、特に情報交換会と中間報告会の開催、社会実験通
信第2号の発行などについて話し合いました。また、「データ解析班」の会合を持ちました。それら
を元に次のような活動を行いました。

○情報交換会開催
  ＣＯ２削減状況データ分析報告、船
橋エコレディ－ス・まほろば・大和グ
ループの取り組み状況の発表、情報
交換の話し合いが行われました。

○社会実験通信「チャレンジ！削減CO2
だより」の第2号発行に向けて

  通信第1号に対する意見を反映しつ
つ、第2号編集に取りかかっています。
主な内容は、7月～11月分のデータ分
析、情報交換会の概要、エコライフをさ
れている濱惠介さん宅の取材記事、今
後のスケジュール、中間報告会の案内などから成ります。

対外活動
①埼玉県戸田市市議会議員６名が来訪

NEW特にこの社会実験について教えてほしいと話し合いが持たれました。
②環境省、省エネルギーセンター、住環境計画研究所訪問

社会実験について説明すると共に、情報交換をしました。
③“DO YOU KYOTO? クレジット制度“を８月から実施中の京都市

取り組みの概要と進捗状況について情報交換しました。
＝今後の予定＝

社会実験中間報告会 2月25日（土）
７月～12月の活動についての分析解説及び「エコ住宅で心地よい省エネライ
フ」と題しての講演をする予定です。データ解析の内容は、いままでの分析に
加え、現在集まりつつある参加者ベースのデータ分析も試みます。

幹事会は23年11月7日に奈良市役所で開催され、13名の出席者で以下の議題について話合い
が話合いが持たれました。

① 第32回幹事会議事録の確認
② 社会実験WG第13回会議録の確認と11月19日開催の［情報交換会］の説明
③ 会計中北さんより2011年度［4月～11月］の収支報告

11月現在：収入123万円 支出82万円
④ 各プロジェクト活動報告（各プロジェクト報告参照）
⑤ NEW今後の活動についての話し合い［会則改訂にむけて］

会長の選び方、役員人数などについて。2013年5月の総会が幹事の改選時期。
そのため2012年5月の総会で会則を変える必要がある

⑥ 23年度冬省エネセミナー（12月３日開催）の案内
⑦ 11月11日のエコエコサロンの案内
⑧ 埼玉県戸田市の市会議員がNEWとの懇談を希望されて来庁:

新井課長補佐と村木会長が対応
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奈良県環境フェアに出展 

NEW環境体験講座「ポトフを作って考えよう！」

 他団体参加 

 

11月5日（土）、東大寺総合文化センターで行われた奈良県環境フェアにNEWも出展しました。
NEWの展示テーマは「地球１個分で暮らそう」です。大人向けにはパソコンを使ってエコロジカル・
フットプリント（環境負荷を面積に換算する環境指標）の診断クイズを行い、子ども向けには
WWF（世界自然保護基金）が制作したエコロジカル・フットプリントの環境教育教材を使って日頃の
暮らしを振り返りながら10の質問に答えてもらいました。参加者には、エコパートナー21さん作成
の環境絵本などがプレゼントされました。
  大人と子供合わせて約140名が体験し、大人向け診断クイズの結果（平均）は下記の通りです。
  ◎奈良市民：地球1.48個分、日本3.60個分の暮らし
  ◎奈良市外在住者：地球1.55個分、日本3.74個分の暮らし
  診断クイズを体験した奈良市民の暮らしが、地球約1.5個分ということは、世界中の人がもしこの
奈良市民と同じ生活をしたならば、地球が1.5個必要になるということです。日本人の平均的な暮
らしが地球2.3個分なので、「奈良市民は平均的な日本人より環境にやさしい暮らしをしている」と
いうことでしょう。しかし、地球は１個しかないので、これからもう少し気をつけて、地球１個分の暮
らしを目指したいと思います。
  なお、エコロジカル・フットプリントとは、経済活動や消費活動に使う物質やエネルギーを生産す
るために必要な土地と水域面積の合計です。みなさんもぜひ「診断クイズ」をお試し下さい！でき
れば、結果をお知らせくださいね。
  診断クイズ ： http://www.ecofoot.jp/quiz/index.html

 環境教育プロジェクトの活動紹介 

同プロジェクトで行う3事業について、事業別に経緯及び内容紹介をいたします。

１．ＮＥＷ環境出前講座…様々な会員から成
るＮＥＷの特色をいかし、子どもから大人までを
対象に出前講座を実施しています。 現在13の
団体及び個人による20種の講座メニューがあ
り、今年度は既に20講座を超える講座を実施し
ました。今後は複数団体によるコラボ講座など、
ＮＥＷならではの新メニューを作っていきたいで
す。
２．ＮＥＷ環境体験講座…しみんだよりなどで
一般参加者を募り、同プロジェクトメンバーの企
画する講座を実施します。エコクッキング・買い
物ゲーム・菜の花祭り・竹伐り・栗拾い・バーム
クーヘン作りなど、楽しい企画で集客し、環境の
勉強もしてもらっています。
３．学校との長期協働事業…学校の授業の一環として、長期的に環境学習をするもの

で、現在は菜の花プロジェクトやネイチャーゲームなどを1年を通じて実施しております。
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挨拶

○奈良市環境部参事環境政策課長事務取扱
    奈良市地球温暖化対策地域協議会 大西弘準副会長
  新年明けましておめでとうございます。
  昨年は、3月の東日本大震災、福島原子力発電所事故を受けて、我が国
のエネルギー政策に大きな波紋がありました。その影響でこの冬も関西電力
管内において電力不足が懸念され、市役所でも部分消灯などの節電対策を
実施しています。また、各ご家庭でも、様々な節電を行っておられることと思
います。このように地球温暖化対策は、私たち一人ひとりが意識することか
ら始まります。地球温暖化対策地域協議会の皆様とともに持続可能な社会
を目指して、身近なことから環境と共生するライフスタイルに転換するために様々な取り組みを実
施していきたいと考えておりますので、本年もよろしくお願いいたします。

今後のスケジュール

日付 時間 会場 内容

３Ｒプロジェクト 1/23 10:00～12:00 奈良環境カウンセラー協会 議題１

交通プロジェクト 1/24 14:00～16:00 ボランティアーインフォメーションセンター(予定) 議題２

省エネプロジェクト 2/ 7 14:00～16:00 西部公民館第一研修室

社会実験ＷＧ 2/14 14:00～ ボランティアーインフォメーションセンター(予定)

環境教育プロジェクト 2/16 13:30～15:30 ボランティアーインフォメーションセンター(予定)

幹事会 3/12or13 未定 会場未定

社会実験中間報告会 2/25 10:00～11:45 奈良県経済倶楽部 報告会１

議題１
靴やカバンのリユースを進めるための取組について話し合います。既に町内会で実現された許斐喜久子さんを
お招きし、今後奈良市内一円から不要な靴やカバンを回収するための方策を検討したいと思います。また、２月
に行うレジ袋削減キャンペーンについても検討します。

議題２
１）マイカー通勤自粛に関する市役所職員のアンケート分析
２）プロジェクト活動報告書骨子、他

報告会１
第一部 ７月～12月の６か月間の活動についての分析解説
第二部 講師に濱惠介さんを招き「エコ住宅で心地よい省エネライフ」と題しての講演

奈良環境カウンセラー協会
奈良市芝辻町１－２１ 船橋フロムワンビル２階）
（近鉄奈良駅７番北出口から出て船橋通り商店街を北へ1分）

訃報のお知らせ

幹事として、あるいは環境出前講座や環境体験講座などでＮＥＷのため大変ご尽力いただきま
した『NPO法人森づくり奈良クラブ』の上田喜郎理事長が、昨年12月23日、不慮の事故のため永
眠されました。心よりご冥福をお祈り申し上げます。

会員の紹介(メンバー数及び参加団体)

個人４６名 NPO法人宙塾 奈良市教育委員会

イオンリテール㈱ジャスコ奈良店 NPO法人奈良環境カウンセラー協会 奈良友の会

大阪ガス株式会社 北東部リビング営業部 NPO法人奈良ストップ温暖化の会 奈良薬師寺

関西電力株式会社 奈良営業所 奈良ガイア村 奈良もちいどのセンター街協同組合

国立大学法人奈良女子大学 奈良交通株式会社 （株）マツユキリサイクル

サークルおてんとさん 奈良市 NPO法人森づくり奈良クラブ

市民生活協同組合ならコープ

会員募集中

個人会員: 年2,000円(学生半額）

団体会員: 年10,000円（市民団体は半額） 奈良市地球温暖化対策地域協議会事務局

賛助会員: 随意 入会申込書は事務局にあります。 奈良市環境部環境政策課

またホームページからもダウンロードできます。 所在地 ： 奈良市二条大路南一丁目1番1号

奈良市のホームページのキーワード検索で検索してください。     電話 0742-34-4591 FAX 0742-36-5466
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